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こども園
　　入園式
　広野こども園に
０歳から５歳までの
元気な19人の園児が
入園しました。

二次元コードを読み
込むと議会の情報を
見ることができます。

議
会
だ
よ
り

ひ
ろ
の
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令和８年度予算の概要令和８年度予算の概要
　予算の大部分を占める令和８年度一般会
計予算は、50億4357万円と昨年度に比べ約
21.5％の減となりました。
（詳細は３ページ「歳入・歳出のポイント」
を参照）
　東日本大震災からの復興・創生への取り
組みを優先し、地域包括ケアシステムの拡
充、ゼロカーボンビジョンの推進、移住・
定住施策としての駅東側第２期開発住宅用
地取得支援事業、広野駅周辺整備事業等を
核とした予算編成になっています。 

会計名 予算額 前年度比

一　般　会　計 50億4357万円 21.5% 

特

別

会

計

国民健康保険 5億9728万円 13.2% 

土地開発事業 3042万円 16.7% 

介 護 保 険 5億5042万円 3.1% 

後期高齢者医療 8477万円 22.7% 

合　　計 63億  646万円 18.7% 

会計名/予算区分 予算額 前年度比

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 2億6101万円 10.0% 

収 益 的 支 出 2億7311万円 6.3% 

資 本 的 収 入 434万円 86.3% 

資 本 的 支 出 6740万円 21.6% 

令和令和８８年度各会計当初予算額年度各会計当初予算額

一般会計予算額の推移一般会計予算額の推移

50.4億円

60.2億円
64.2億円

52.9億円
55.0億円

令和６年度 令和７年度 令和8年度令和４年度 令和５年度

　令和８年第１回定例会を３月６日から12日までの７日間の会期で開きました。町提出案件は

21件で、条例の一部改正、工事請負契約の変更契約、令和７年度３月補正予算、令和８年度当初

予算、人事などを審議し、全て原案のとおり可決しました。

　また、令和７年第１回定例会で設置した「政治倫理条例に関する調査特別委員会」で調査・協

議を進めてきた「議会議員政治倫理条例」及び「議会議員によるハラスメントの防止に関する条例」

について、制定する発議が提出され、全会一致で可決しました。
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歳入のポイント
・町税
　固定資産税の減額等により２憶4289万
円減

・国庫支出金
　事業の完了や年度間事業規模の変動に
より４億4468万円減

・町債
　起債額の減額により２億5181万円減
（�令和７年度：給食センター整備事業債
２憶6881万円）

歳出のポイント
・総務費
　二ツ沼総合公園合宿の宿維持補修工事の完
了、二酸化炭素排出抑制対策事業の年度間事
業規模の変動等により４億4508万円減

・農林水産業費
　土砂採取区域森林機能回復事業の完了等に
より２億7700万円減

・土木費
　旧広野駅舎交流施設改修工事の完了等によ
り３億2788万円減

・教育費
　給食センター整備事業の完了等により、
４億9515万円減

町 税：住民税、固定資産税など

繰 入 金：基金から繰り入れるお金

使 用 料 等：住宅・駐車場の使用料など

国庫支出金：特定事業に使う国の補助金など

県 支 出 金：特定事業に使う県の補助金など

贈 与 税 等：財政格差是正の地方交付税など

町 債：特定事業の財源としての借入金

議 会 費：議会運営など

総 務 費：役場の財産管理、地域振興など

民 生 費：福祉介護、介護、こども園など

衛 生 費：保健衛生、ゴミの清掃など

農林水産費：農業・林業・水産業の振興など

商 業 費：商工業・観光の振興など

土 木 費：道路・橋の建設、維持管理など

消 防 費：消防・水防・防災対策など

教 育 費：教育・文化・スポーツの充実など

公 債 費：借りたお金の返済など

用　語　解　説

町税
26億3451万円
（52.2％）

自主財源
35億1334万円
（69.6％）使用料等

1億6857万円
（3.3％）

国庫支出金
5億2662万円
（10.4％）

依存財源
15億3023万円
（30.4％）

繰入金
7億1026万円
（14.1％）

県支出金
5億1290万円
（10.2％）

町債
1700万円
（0.3％） 譲与税等

4億7371万円
（9.5％）

歳入
50億4357万円

総務費
14億624万円
（27.9％）

民生費
9億6385万円
（19.1％）商工費

3118万円
（0.6％）

土木費
5億4433万円
（10.8％）

衛生費
4億5468万円

（9.0％）

公債費1億4549万円（2.9％）

教育費
5億4526万円
（10.8％）

消防費
2億9912万円

（5.9％）

議会費 
5923万円（1.2％）

労働費・予備費等 
2002万円（0.4％）

歳出
50億4357万円

農林水産業費
5億7417万円
（11.4％）
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令和８年度

注目事業注目事業クローズアップ！クローズアップ！
議会が特に注目した事業を紹介します。議会が特に注目した事業を紹介します。

　役場に省エネルギー性能の高い空調機
器の整備、電気自動車の導入及び充放電
設備の整備を一体的に推進し、温室効果
ガス排出量の削減を図るとともに、災害
時における非常用電源の確保など地域の
防災力向上に取り組みます。

地域脱炭素移行・再エネ地域脱炭素移行・再エネ
推進重点対策加速化事業推進重点対策加速化事業

　現校舎は築55年で、老朽化に伴うコンク
リートの中性化、汚水配管の劣化、断熱機能
の不足など、大規模改修では抜本的な解決
は見込まないことから、複合施設として建
替える構想を具現化するため、施設の規模、
構造、配置等及び工事費の概算など、基本設
計を実施します。

広野中学校校舎建替え事業広野中学校校舎建替え事業

　教育環境の変化や衛生面・安全面への
配慮から、経年劣化により汚れやダニの
発生が懸念される床材のカーペットを教
室はフローリングに、多目的ホールは長
尺シートに改修するとともに、オープン
スペース型の構造により、授業への集中
を妨げる隣接教室の授業音等を改善する
ため、間仕切りを設置します。

広野小学校南校舎改修事業広野小学校南校舎改修事業

2549万円2549万円

3685万円3685万円
広野小学校南校舎のカーペット状況と間仕切り設置予定箇所

2億1548万円2億1548万円
脱炭素都市づくり大賞の様子

広野中学校校舎の様子
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　高倉城は、平成元年に踏査、平成３年に
縄張図を作成していますが、立木により
踏査が困難だった山林部分には未確認の
遺構が存在すると考えられることから、
山林部分を中心にレーザー計測による微
地形表現図の作成や調査指導員との現地
確認を行い、未確認の遺構を把握すると
ともに、遺構の分布と館跡の構造を確認
します。

高倉城跡範囲確認事業高倉城跡範囲確認事業

　道路の幅員狭小、屈曲部分の解消と、交
通安全の確保を目的に整備を行います。
（中央台１号線、北釜・大谷地原線）

道路新設改良事業道路新設改良事業

　復興加速と関係人口創出のため、町外
の学生団体を「卓越ローカルアシスタン
ト」に認定し、地域活性化や課題解決への
活動を支援する制度です。半年間に2回以
上（計8日以上）の現地活動が条件で、審査
を経て認定。交通費や宿泊費等の経費を
予算の範囲内で補助し、学生の柔軟な発
想による持続可能な地域づくりを目指し
ます。

卓越ローカルアシスタント活動補助金卓越ローカルアシスタント活動補助金

　広野産特別栽培米コシヒカリ「とんぼ
のめがね米」や広野産米で造った日本酒
及びみかんサイダー等の特産品の販売店
を模索します。

特産品開発事業特産品開発事業
　広野駅西口広場をロータリー化し、歩
車道分離による利便性と安全性の向上を
図ります。（令和８年度は鉄道用地の不動
産鑑定）

広野駅周辺整備事業広野駅周辺整備事業

8300万円8300万円

95万円95万円

61万円61万円 23万円23万円

町道北釜・大谷地原線

高倉城跡調査指導の様子

大学生観光まちづくりコンテスト
　プレゼンテーションの様子

1091万円1091万円
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当
初
予
算
質
疑

令
和
８
年
度
予
算
の
審
議
に
あ
た

り
、
各
議
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

３月３月
定例会定例会

物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
は
？

現
状
の
効
果
と
評
価
は
？

減
額
計
上
の
内
訳
は
？

除
草
箇
所
の
削
減
か
？

質疑質疑

質疑質疑

質疑質疑

質疑質疑

　

昨
今
物
価
の
高
騰
等

も
あ
り
ま
す
が
、
必
要

な
栄
養
素
を
確
保
で
き

る
給
食
と
し
て
、
十
分

な
材
料
費
を
確
保
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

報
酬
を
支
払
っ
て
い

る
東
京
大
学
専
門
家
の

活
動
に
つ
い
て
、
現
状

に
対
す
る
効
果
と
評
価

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
２
億
２

３
０
０
万
円
の
減
額
の

う
ち
、
発
電
所
関
連
に

係
る
部
分
の
割
合
を
伺

い
ま
す
。

　

除
草
委
託
料
が
前
年

度
か
ら
３
分
の
１
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
わ
れ
な
い
箇
所
が

増
え
た
と
い
う
認
識
で

良
い
か
伺
い
ま
す
。

 

西
内
　
玄
太 

議
員

 

西
内
　
玄
太 

議
員

 

遠
藤
　
浩 

議
員

 

西
本
　
久
雄 

議
員

　

必
要
な
栄
養
素
を
取
る

に
足
る
賄
材
料
費
を
確
保

で
き
る
よ
う
予
算
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

　

広
野
火
力
の
跡
地
活
用

や
放
射
線
創
薬
関
係
で
、

エ
フ
レ
イ
や
東
京
大
学
と

の
専
門
的
な
部
分
の
橋
渡

し
役
と
し
て
有
意
義
に
活

動
し
て
い
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　

差
額
は
、
発
電
所
関
連

の
償
却
資
産
税
の
減
額
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

予
算
節
減
の
た
め
、
10

路
線
中
、
人
家
が
あ
る
夕

筋
線
と
長
泥
線
の
２
路
線

分
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

他
路
線
は
状
況
を
確
認

し
、
補
正
で
の
対
応
と
考

え
て
い
ま
す
。

遠
藤 

学
校
教
育
課
長

加
賀 

復
興
企
画
課
長

猪
狩 
町
民
税
務
課
長

松
本 

建
設
課
長

新
た
な
企
画
の
実
施
は
？

質疑質疑　

前
年
と
比
べ
る
と

６
０
０
万
円
ほ
ど
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
企
画
等
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

遠
藤
　
浩 

議
員

　

Ｆ
Ｍ
Ｘ
だ
け
で
は
な
く
、

移
住
定
住
に
向
け
た
宅
地

分
譲
等
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
設

置
や
全
国
の
グ
ル
メ
を
集

結
し
集
客
を
狙
う
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

加
賀 

復
興
企
画
課
長

広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

学
校
給
食
賄
材
料
費

東
京
大
学
専
門
家
報
酬

テ
ナ
ン
ト
料
の
取
り
扱
い
は
？

質疑質疑　

ひ
ろ
の
て
ら
す
テ
ナ

ン
ト
料
の
無
料
期
間
に

つ
い
て
、
取
り
扱
い
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

 

高
木
　
光
雄 

議
員

　

第
３
期
復
興
創
生
期
間

が
令
和
12
年
度
ま
で
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
来

年
度
か
ら
５
年
間
は
無
償

と
す
る
契
約
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

加
賀 

復
興
企
画
課
長

ひ
ろ
の
て
ら
す
指
定
管
理
料

固
定
資
産
税

林
道
補
修
事
業
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西本　久雄 議員 （全予算賛成）

西内　玄太 議員 （全予算賛成） 北郷　伯弘 議員 （全予算賛成）

渡邉　正俊 議長

令和８年度当初予算令和８年度当初予算

各議員の評価・提言各議員の評価・提言
限られた財源で最大の効果を！限られた財源で最大の効果を！

限られた財源で最大の効果が求められる今、令和８年度当初予算は町民の期待に応えられるのか。

予算に対する期待や執行に向けて注視していく点など、各議員の評価・提言をお伝えします。

　前年度比約20％減の厳しい財政状況の

中、税収確保を求めつつも、費用対効果や

将来投資の視点を重視し、住民サービスの

低下を招かないバランスある判断に注目

していきます。

渡邉　忠義 議員 （全予算賛成）
　町民の誰もが、豊かで誇り高い生活を送

ることが町民の幸せだと町長が言ってお

ります。

　今、必要なのは、移住と定住の促進だと

考えます。それらを進めることにより30

年後も町が存続し、町民が幸せになると考

えます。

　前年度に比べて大きく減額となってい

ますが、中学校校舎建て替えに向けた基本

設計費など前向きな事業費も組み込まれ、

非常に効率的だと思います。議会費もさら

に効率化を図れるよう提案していきたい

と思います。

高木　光雄 議員 （全予算賛成）
　今年度は新規事業が少ないため、各課で

PDCA（計画・実行・評価・改善）を徹底し、

効果的な予算執行を求めます。

　併せて、予算特別委員会の設置を提案し

ます。

　生活基盤を見通して、インフラ整備を進

めて福祉と健康づくり、産業の推進に取り

組み環境をみながら、現在、過去、次世代

と継承を図る大切な線と線の仕事と思い

ます。

遠藤　浩 議員 （全予算賛成） 門馬　まりえ 議員 （全予算賛成）
　令和８年度当初予算は、将来負担との均

衡に配慮した歳入予算となり、限られた財

源の重点的かつ優先的な歳出予算の配分

がなされていると評価いたします。引き続

き適正な予算執行の経過を議会で注視し

てまいります。

　今年度の重点事業は、38事業が上げら

れています。私が注視している事業は学校

図書館の充実と読書活動推進事業です。児

童生徒の読書量は減る一方と書かれた記

事を読みました。児童生徒の「読む力」に

期待をしています。

同じ賛成でも、

議員の視点は

様々です。
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

３月
定例会

　

議
会
議
員
は
公
職
者
と
し
て
、
町
民
に
対
し
、
高
い
倫

理
観
を
示
す
と
と
も
に
、
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
基
本

的
人
権
を
侵
害
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
言
動
の
防

止
・
根
絶
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

違
反
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、
事
実
関
係
を
調
査
・

確
認
の
う
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
公
表
す

る
こ
と
で
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
を
確
保
し
、
公

正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
２
件
の
発
議
を
提
出
し
、
審
議
の

う
え
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
各
種
制
度
の
複
雑
化
等
で
町

の
役
割
が
増
加
す
る
一
方
、
人
口
減
少
、
加
え
て
広
野
火

力
発
電
所
１
～
４
号
機
の
廃
止
の
方
針
が
発
表
さ
れ
、
地

域
経
済
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
す

る
た
め
、
特
産
品
開
発
や
企
業
誘
致
に
よ
り
地
域
を
活
性

化
さ
せ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
何
よ
り
町
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
町
組
織
と
す
る
た
め
、
２
課
の
課

名
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
係
の
新
設
や
事
務
分

掌
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
を
制
定
す
る
２
件
の
発
議
を
可
決

課
名
を
変
更
す
る
条
例
を
可
決

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

議
会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
条
例

議
会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
条
例

課
設
置
条
例

課
設
置
条
例

人
員
は
足
り
て
い
る
か
？

新
設
係
の
方
針
は
？

質疑質疑質疑質疑 　

事
務
分
掌
を
見
直
し

て
、
課
の
名
称
を
変
え

る
の
は
賛
成
で
す
が
、

対
応
す
る
課
の
人
員
は

足
り
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

農
業
振
興
課
に
設
置

す
る
特
産
品
開
発
等
を

担
う
係
に
つ
い
て
、
職

員
配
置
、
業
務
の
計
画

や
ス
パ
ン
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

 

遠
藤
　
浩 

議
員

 

西
本
　
久
雄 

議
員

　

職
員
採
用
に
苦
慮
し
て

い
る
現
況
で
す
が
、
社
会

人
枠
や
任
期
付
き
職
員
を

募
集
し
て
採
用
し
て
お
り
、

組
織
の
仕
事
量
に
合
わ
せ

て
職
員
を
な
る
べ
く
配
置

す
る
配
慮
は
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
名
の
職
員
が
担
当

し
、
現
状
よ
り
は
手
厚
く

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

業
務
の
計
画
や
ス
パ
ン

は
、
年
度
当
初
か
ら
庁
内

横
断
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

飯
島 

総
務
課
長

 

飯
島 

総
務
課
長

条例の詳細は

14 ～ 15ページを

ご確認ください。

政策企画課

復興企画課

農業振興課

産業振興課

建設課

・�商工観光業務
と移住定住業
務を一体的に
担う係を新設

・�産 業 お こ し、
ふるさと納税、
特産品開発を
担う係を新設

・�林道整備、林
業振興を担う
係を新設

商工観光業務商工観光業務

農林土木業務農林土木業務

条
例
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
、
補
正
予
算
、
人
事
等
を

審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
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石
綿
含
有
量
調
査
の
追
加
、
照
明
器
具
の
更
新
、
浴
槽

の
給
水
方
式
の
変
更
に
伴
い
、
工
事
請
負
金
額
が
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

工
事
名
称　

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事 

工
事
場
所　

下
北
迫
字
大
谷
地
原
地
内

工　
　

期　

着
工　

令
和
７
年
９
月
10
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
８
年
３
月
31
日

契
約
金
額　

８
５
２
５
万
円
（
変
更
前
）

　
　
　
　
　

８
９
７
３
万
円
（
変
更
後
）

受
注
者　
　

西
本
建
設
株
式
会
社

　

造
成
森
林
及
び
造
成
緑
地
の
範
囲
変
更
、
採
取
土
使
用

に
よ
る
掘
削
土
及
び
購
入
土
の
数
量
変
更
に
伴
い
、
工
事

請
負
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
名
称　

折
木
地
区
土
砂
採
取
区
域
完
了
工
事 

工
事
場
所　

折
木
字
正
木
内
地
区

工　
　

期　

着
工　

令
和
７
年
５
月
10
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
８
年
３
月
31
日

契
約
金
額　

２
億　

９
０
０
万
円
（
変
更
前
）

　
　
　
　
　

１
億
９
４
０
２
万
円
（
変
更
後
）

受
注
者　
　

堀
江
・
金
村
特
定
建
設
工
事

　
　
　
　
　

共
同
企
業
体

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
を
可
決

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
を
可
決

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事

折
木
地
区
土
砂
採
取
区
域
完
了
工
事

折
木
地
区
土
砂
採
取
区
域
完
了
工
事

事
前
調
査
で
の
把
握
は
？

事
前
調
査
で
の
把
握
は
？

質疑質疑

質疑質疑

　

変
更
内
容
に
つ
い
て
、

設
計
の
事
前
調
査
の
段

階
で
現
地
を
見
た
も
の

の
、
施
工
時
に
出
て
き

た
と
い
う
、
事
前
に
は

見
え
な
か
っ
た
も
の
な

の
か
伺
い
ま
す
。

　

当
初
設
計
の
段
階
で

変
更
後
の
図
面
ど
お
り

に
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

事
前
調
査
を
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

 

高
木
　
光
雄 

議
員

 

高
木
　
光
雄 

議
員

　

実
際
工
事
に
入
っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
か
っ
た

も
の
が
あ
る
一
方
、
機
器

の
最
終
的
な
仕
様
の
確
定

が
受
注
者
と
で
き
て
い
な

か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。

　

当
初
図
面
は
コ
ン
サ
ル

で
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
測

量
し
た
も
の
で
、
変
更
後

図
面
は
工
事
事
業
者
で
現

地
を
確
認
し
た
結
果
、
工

事
が
不
要
と
の
協
議
が
あ

り
、
変
更
し
た
も
の
で
す
。

 

加
賀 

復
興
企
画
課
長

 

松
本 

建
設
課
長

合宿の宿
きれいになった食堂の壁の様子

合宿の宿
きれいになった浴槽の様子
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会計名 補正額 補正後の予算額 主な内容（一般会計）

一 般 会 計 ▲2億3344万円 64億1833万円 ○町民税法人分現年度（歳入）
� 4178万円減　

○物価高騰対応宿泊助成金（歳出）
�  420万円減

○�広野町地域脱炭素移行・再エネ推進
重点対策加速化事業（繰越明許費）

� 2億8370万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 317万円 7億4250万円 

土 地 開 発 事 業 ▲399万円 7998万円 

介 護 保 険 ▲2070万円 6億4136万円 

後 期 高 齢 者 医 療 ▲38万円 7691万円 

合　計 ▲2億5534万円 79億5908万円 

会計名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

下

水

道

事
業
会
計

補 正 額 - - - -

補正後の予算額 2億3713万円 2億9211万円 3176万円 8596万円

令和７年度３月補正予算令和７年度３月補正予算

減
額
補
正
の
要
因
は
？

来
年
度
に
繰
り
越
す
理
由
は
？

事
業
の
実
績
は
？

質疑質疑

質疑質疑

質疑質疑 　

納
税
見
込
み
と
し
て
、

４
１
０
０
万
円
減
額
と

な
っ
た
要
因
を
伺
い
ま

す
。

　

来
年
度
に
繰
り
越
す

理
由
は
工
事
の
遅
延
と

の
こ
と
で
す
が
、
遅
延

の
理
由
と
来
年
度
へ
影

響
は
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

４
２
０
万
円
減
額
と

な
っ
て
お
り
、
町
の
宿

泊
業
に
対
し
て
使
わ
れ

な
か
っ
た
の
は
残
念
な

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
実
績
は
あ
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

 

遠
藤
　
浩 

議
員

 

西
本
　
久
雄 

議
員

 

西
本
　
久
雄 
議
員

　

法
人
税
を
基
に
一
定
の

税
率
を
掛
け
て
町
で
徴
収

す
る
法
人
税
割
に
つ
い

て
、
企
業
の
所
得
が
減
っ

て
、
国
に
納
め
る
法
人
税

が
減
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

入
っ
て
く
る
税
額
も
減
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

自
営
線
及
び
高
圧
切
替

工
事
の
設
計
変
更
、
受
変

電
蓄
電
池
設
置
に
係
る
機

器
の
供
給
不
足
に
よ
る
遅

延
で
、
国
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
理
由
を
申
し
上

げ
、
繰
越
の
許
可
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

直
近
の
実
績
は
、
１
泊

１
０
０
０
円
の
補
助
で

１
１
３
６
泊
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

制
度
を
把
握
し
て
い
な

い
業
者
さ
ん
も
お
り
、
直

接
説
明
に
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

猪
狩 

町
民
税
務
課
長

加
賀 

復
興
企
画
課
長

加
賀 

復
興
企
画
課
長

町
民
税
法
人
分
現
年
度

広
野
町
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
重
点
対
策
加
速
化
事
業

物
価
高
騰
対
応
宿
泊
助
成
金

広野町役場北側駐車場
ソーラーカーポートの様子
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現
副
町
長
退
職
の
理
由
は
？

新
副
町
長
に
望
む
こ
と
は
？

給
付
額
決
定
の
背
景
は
？

質疑質疑質疑質疑

質疑質疑

　

副
町
長
の
任
期
は
、

本
来
あ
と
２
年
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
退
職
す

る
の
は
副
町
長
の
考
え

な
の
か
伺
い
ま
す
。

　

役
場
で
町
長
と
一
緒

に
仕
事
を
し
た
こ
と
も

あ
り
、
適
任
か
と
思
い

ま
す
が
、
新
副
町
長
の

大
き
な
役
割
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
望
む
の
か

伺
い
ま
す
。

　

国
交
付
額
に
町
単
費

で
上
乗
せ
を
し
た
両
方

の
給
付
額
に
つ
い
て
、

近
隣
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
た
金
額
な
の
か
、

単
独
で
決
め
た
の
か
伺

い
ま
す
。

 

高
木
　
光
雄 

議
員

 

高
木
　
光
雄 
議
員

 

渡
邉
　
忠
義 

議
員

　

地
方
自
治
法
上
の
副
町

長
の
任
期
は
４
年
で
す
が
、

県
か
ら
の
派
遣
に
つ
い
て

は
慣
例
で
２
年
と
決
ま
っ

て
お
り
、
当
初
の
約
束
通

り
今
回
退
職
す
る
決
意
に

至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
に
対
す
る
直
接
的

な
窓
口
、
先
輩
と
し
て
の

私
に
対
す
る
助
言
、
職
員

に
対
す
る
助
言
と
い
っ
た

も
の
が
大
き
く
期
待
で
き

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
郡
や
い
わ
き
市
を

見
て
、
地
域
振
興
券
は

２
５
０
０
円
を
上
乗
せ
し

て
１
万
円
、
子
育
て
応
援

手
当
は
１
万
円
を
上
乗
せ

し
ま
し
た
。

杉
浦 

副
町
長

小
松 

町
長

加
賀 

復
興
企
画
課
長

　

令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
現
副
町
長
の
杉
浦
孝

幸
氏
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
鯨
岡
公
一
氏
を
適
任

者
と
認
め
、
後
任
の
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
現
委
員
の
鈴
木
光
一

氏
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
を
適
任
者
と

認
め
、
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

副
町
長
の
選
任
を
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
を
同
意

人
事
人
事

鯨
くじらおか

岡　公
こういち

一　氏
 （下浅見川）

鈴
す ず き

木　光
こういち

一　氏
 （上北迫）

　

国
の
令
和
７
年
補
正
予
算
に
お
い
て
追
加
措
置
さ
れ

た
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
、
町
内
の
登
録
店
舗
で
利
用
で
き
る
地

方
振
興
券
を
町
民
１
人
に
つ
き
１
万
円
、
子
育
て
応
援

手
当
を
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
万
円
支

給
す
る
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算

を
６
８
３
１
万
円
増
額
し
、
66
億
４
０
３
４
万
円
と
し

ま
し
た
。

６
８
３
１
万
円
の
増
額
補
正
を
可
決

令
和
７
年
度
１
月
補
正
予
算

令
和
７
年
度
１
月
補
正
予
算

１
月
23
日 

第
１
回
臨
時
会
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２月５日（木）
総務文教常任委員会
調査件名
●広野駅周辺開発について
●給食センターの改築について
●所管施設の調査について
　・二ツ沼総合公園
　（パークギャラリー、風車、バーベキュー広場）

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

●
駅
東
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

区
画
の
販
売
状
況
は
、

47
区
画
中
、
売
約
済
み
が

３
区
画
、
商
談
中
が
４
区

画
で
、
取
扱
店
に
月
に
４

～
５
件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
状
況
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

内
の
公
共
施
設
用
地
又
は

駅
東
側
産
業
団
地
内
に
飲

食
店
の
店
舗
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
新
広
野
駅
舎

　

広
野
駅
交
流
施
設
整
備

の
状
況
は
、
全
体
行
程
の

中
で
初
期
か
ら
中
盤
工
程

に
当
た
る
作
業
が
概
ね
計

画
ど
お
り
進
捗
し
て
お
り
、

令
和
８
年
３
月
の
完
了
を

目
指
し
て
施
工
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
パ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

平
成
11
年
度
に
建
築
さ

れ
、
県
か
ら
譲
渡
を
受
け

て
か
ら
令
和
７
年
度
で
26

年
が
経
過
し
て
い
る
施
設

で
、
現
在
は
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
使
用
、
復
興

知
事
業
に
係
る
町
内
拠
点

と
し
て
東
日
本
国
際
大
学
、

福
島
高
専
に
部
屋
を
貸
し

出
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

●
風
車

　

平
成
３
年
度
に
設
置
さ

れ
、
令
和
７
年
度
で
設
置

か
ら
34
年
が
経
過
し
て
お

り
、
故
障
に
よ
り
回
ら
な

い
状
態
で
あ
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

　

平
成
２
年
度
に
設
置
さ

れ
、
現
在
も
要
予
約
で
使

用
可
能
で
あ
る
も
の
の
、

木
製
の
机
や
椅
子
が
腐
食

に
よ
り
使
用
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

住
民
か
ら
も
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
施
設
の
改
修
等

　

い
ず
れ
の
施
設
に
つ
い

て
も
改
修
等
に
は
補
助
が

必
要
と
考
え
て
い
る
旨
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
新
給
食
セ
ン
タ
ー

　

給
食
の
提
供
を
令
和
８

年
１
月
９
日
か
ら
開
始
し

た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
は
見
学
及
び
給
食

試
食
会
を
、
３
月
25
日
に

保
護
者
向
け
の
第
１
回
、

３
月
26
日
に
一
般
町
民
向

け
の
第
２
回
の
日
程
を
予

定
し
て
お
り
、
参
加
者
の

費
用
負
担
は
１
食
３
９
０

円
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

地
場
産
品
の
活
用
、
農

業
振
興
等
を
さ
ら
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
各
課
で
連

携
し
て
取
り
組
む
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

●
旧
給
食
セ
ン
タ
ー

　

解
体
工
事
は
、
３
月
20

日
ま
で
の
工
期
で
実
施
し

て
お
り
、
１
月
末
現
在
で

全
体
の
約
25
％
の
進
捗
状

況
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

広

二

給
総務文教

総務文教

総務文教

野
駅
周
辺
開
発

ツ
沼
総
合
公
園

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

新広野駅舎の様子

バーベキュー広場にある
腐食している机や椅子の様子



1313

委

員

会

報

告

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

２月６日（金）
産業厚生常任委員会
調査件名
●林業専用道整備事業（狼山叶沢線）について

●空き家対策について

●土砂採取区域森林機能回復事業

●
整
備
状
況

　

６
工
区
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
11
月
21
日
に
工

事
が
完
了
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

７
工
区
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
１
月
末
現
在
の

進
捗
率
は
45
％
で
令
和
７

年
度
内
の
完
了
は
困
難
な

状
況
の
た
め
、
進
捗
率
約

50
％
分
を
令
和
８
年
度
に

繰
り
越
す
協
議
を
県
と
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

各
工
区
の
工
期
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
単
年
度
事

業
の
補
助
金
を
活
用
し
て

い
る
都
合
上
、
当
初
と
し

て
、
交
付
決
定
や
議
決
を

経
て
か
ら
年
度
末
ま
で
の

約
半
年
間
の
工
期
し
か
確

保
で
き
ず
、
繰
越
を
伴
う

工
期
延
長
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
の
こ
と
で
し

た
。

●
事
業
目
的

　

福
島
県
の
林
地
開
発
と

土
砂
採
取
事
業
の
許
可
を

取
得
し
て
実
施
し
て
い
た

折
木
地
区
土
砂
採
取
事
業

が
硬
質
な
岩
盤
の
出
現
に

よ
り
途
中
で
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
跡
地
の
森
林
機

能
を
回
復
さ
せ
、
土
砂
採

取
事
業
を
安
全
に
完
了
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

令
和
７
年
５
月
か
ら
着
工

し
、
令
和
７
年
度
内
に
は

全
て
の
工
程
が
完
了
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
事
業
内
容

　

法
面
及
び
計
画
高
が
岩

盤
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て

は
植
生
基
材
吹
付
を
施
工

し
、
造
成
森
林
は
客
土
を

し
た
上
で
抵
抗
性
ク
ロ
マ

ツ
を
植
栽
し
森
林
機
能
を

回
復
さ
せ
、
そ
の
後
は
５

年
間
毎
年
１
回
の
下
刈
り

を
実
施
し
、
17
年
目
か
ら

間
伐
を
実
施
し
て
適
切
に

保
育
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

当
初
、
掘
削
土
や
購
入

土
の
使
用
を
計
画
し
て
い

た
箇
所
に
お
い
て
、
福
島

県
発
注
工
事
の
建
設
残
土

や
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
仮
置

土
を
土
質
検
査
し
た
結
果
、

使
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
採
取
土
と
し
て
使

用
す
る
等
し
た
結
果
、
契

約
金
額
が
約
１
５
０
０
万

円
の
減
額
と
な
る
見
込
み

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
実
態
調
査

　

令
和
８
年
度
に
空
家
実

態
調
査
と
し
て
、
候
補
抽

出
・
位
置
特
定
・
所
有
者

特
定
・
所
有
者
意
向
調
査
・

調
査
結
果
整
理
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
整
備
・
セ
ミ
ナ
ー

開
催
を
業
務
委
託
に
よ
り

実
施
す
る
計
画
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

空
家
実
態
調
査
は
単
年

度
事
業
と
し
て
行
い
、
そ

の
後
の
死
亡
や
転
出
等
に

伴
う
デ
ー
タ
の
更
新
は
町

職
員
が
行
う
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

所
有
者
意
向
調
査
に
際

し
て
は
、
固
定
資
産
税
の

住
宅
用
地
の
特
例
な
ど
、

空
き
家
に
係
る
制
度
を
説

明
し
、
適
切
な
判
断
を
い

た
だ
け
る
よ
う
な
対
応
を

す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

林

土

空
産業厚生

産業厚生

産業厚生

専
道
狼
山
叶
沢
線

砂
採
取
区
域
森
林
機
能
回
復
事
業

き
家
対
策

森林機能回復事業の現場の様子

抵抗性クロマツ
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委
員
会
報
告
・
発
議

●
第
４
回

　

「
広
野
町
議
会
議
員
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
項

目
と
内
容
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
結
果
、
第
１
条

（
目
的
）・
第
２
条
（
定

義
）・
第
３
条
（
議
員
の

責
務
）・
第
４
条
（
議
長

の
責
務
）・
第
５
条
（
相

談
窓
口
）・
第
６
条
（
相

談
事
案
へ
の
対
応)

・
第

７
条
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
委
員
会
）・
第
８
条
（
調

査
事
案
関
係
者
の
義
務
）・

第
９
条
（
調
査
へ
の
協

力
）・
第
10
条
（
調
査
の

結
果
の
通
知
等
）・
第
11

条
（
被
害
防
止
措
置
）・

第
12
条
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
）・
第
13
条
（
取

組
状
況
の
公
表
）・
第
14

条
（
議
長
職
務
の
代
行
）・

第
15
条
（
議
長
及
び
議
員

の
除
斥
）・
第
16
条
（
委

任
）・
附
則
か
ら
な
る
「
広

野
町
議
会
議
員
に
よ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
素
案
を
決

定
し
ま
し
た
。

●
第
５
回

　

「
広
野
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
施
行
規
程
」

の
項
目
と
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
結
果
、
第

１
条
（
趣
旨
）・
第
２
条

（
審
査
請
求
）・
第
３
条（
審

査
請
求
書
の
受
理
後
の
手

続
き
）・
第
４
条
（
委
員

会
の
審
査
結
果
の
通
知
）・

第
５
条
（
対
象
議
員
及
び

議
会
の
措
置
）・
第
６
条

(

請
求
に
よ
る
説
明
会)

・

第
７
条
（
委
任
）・
附
則

か
ら
な
る
「
広
野
町
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
施
行

規
程
」
の
素
案
を
決
定
し

ま
し
た
。

●
第
６
回

　

「
広
野
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
（
案
）」
並

び
に
「
広
野
町
議
会
議
員

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
及
び
「
広
野
町
議

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
施

行
規
程
（
案
）」
に
つ
い
て
、

条
例
間
の
整
合
性
が
確
認

で
き
た
た
め
、
令
和
８
年

第
１
回
広
野
町
議
会
定
例

会
に
「
広
野
町
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
（
案
）」

並
び
に
「
広
野
町
議
会
議

員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
を
発
議
す
る
事
に

決
し
ま
し
た
。

●
議
員
の
責
務

①
町
民
の
信
頼
に
値
す
る

倫
理
観
及
び
品
位
の
保
持

に
努
め
、
町
民
に
対
し
、

常
に
政
治
倫
理
に
関
す
る

高
潔
性
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②
地
方
自
治
の
本
旨
に

従
っ
て
、
議
員
本
来
の
使

命
の
達
成
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③
政
治
倫
理
に
反
す
る
事

実
が
あ
る
と
の
疑
惑
を
持

た
れ
た
と
き
は
、
自
ら
真

摯
か
つ
誠
実
に
事
実
を
明

ら
か
に
し
、
説
明
責
任
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
政
治
倫
理
基
準

①
町
民
全
体
の
代
表
者
と

し
て
品
位
と
名
誉
を
損
な

う
よ
う
な
一
切
の
行
為
を

慎
み
、
そ
の
職
務
に
関
し

て
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ

る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

②
常
に
町
民
全
体
の
利
益

を
擁
護
し
、
い
や
し
く
も

特
定
の
個
人
又
は
団
体
の

利
益
を
求
め
て
、
公
共
の

利
を
損
な
う
よ
う
な
行
為

を
し
な
い
こ
と
。

③
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
常
に
人
格
と
倫
理
の

向
上
に
努
め
、
そ
の
権
限

又
は
地
位
を
利
用
し
て
い

か
な
る
金
品
も
授
受
し
な

い
こ
と
。

④
町
の
契
約
に
関
し
て
特

定
の
者
を
紹
介
し
、
推
薦

し
、
又
は
妨
害
し
、
排
除

す
る
等
の
働
き
か
け
を
し

な
い
こ
と
。

⑤
町
の
職
員
の
適
正
な
職

務
の
遂
行
を
妨
げ
、
又
は

そ
の
職
権
を
不
正
に
行
使

す
る
よ
う
働
き
か
け
を
し

な
い
こ
と
。

⑥
町
の
職
員
の
採
用
、
昇

格
又
は
異
動
に
関
し
て
不

当
に
関
与
し
な
い
こ
と
。

●
請
負
契
約
等
及
び
指
定

管
理
者
に
関
す
る
遵
守
事

項
　

議
員
、
そ
の
配
偶
者
若

し
く
は
扶
養
す
る
親
族
又

は
こ
れ
ら
の
者
が
実
質
的

に
経
営
に
携
わ
る
法
人
は
、

地
方
自
治
法
第
92
条
の
２

の
規
定
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

町
が
行
う
請
負
契
約
等
又

は
指
定
管
理
者
の
指
定
に

関
し
、
町
民
に
疑
惑
の
念

を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
審
査
請
求

　

証
す
る
資
料
を
添
え
て
、

議
長
に
対
し
、
政
治
倫
理

基
準
等
違
反
の
確
認
の
審

査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

●
審
査
・
措
置
等

　

審
査
委
員
会
を
設
置
し
、

議
長
に
次
の
い
ず
れ
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
か
審
議

結
果
を
報
告
す
る
。

①
文
書
に
よ
る
警
告

②�

公
開
の
議
場
に
お
け
る

陳
謝

③�

議
会
に
お
け
る
役
職
の

辞
職
勧
告

④
議
員
の
辞
職
勧
告

⑤
そ
の
他
必
要
な
措
置

　

議
長
は
結
果
を
公
表
し
、

議
会
は
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
。

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

第
４
回
（
１
月
23
日
）・
第
５
回
（
２
月
９
日
）・
第
６
回
（
２
月
20
日
）

政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

調
査
件
名　

●
広
野
町
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
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発

議

　

会
議
資
料
印
刷
代
の
削
減
、

議
員
宅
訪
問
に
よ
る
調
整
等
の

職
員
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

会
議
用
端
末
及
び
会
議
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
ま
し
た
。

●
議
員
の
責
務

①
公
職
に
参
画
す
る
者
と

し
て
高
い
倫
理
観
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
及
び
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
個
人
の
尊
厳
を

不
当
に
傷
つ
け
、
基
本
的

人
権
を
侵
害
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
能
力
の
十
分
な

発
揮
や
良
好
な
職
務
等
の

環
境
の
確
保
を
阻
害
す
る

行
為
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
自
ら
の
言
動
を
厳
し

く
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る

言
動
を
行
っ
て
い
る
者
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
当
該
言
動
は
厳
に
慎

む
べ
き
で
あ
る
旨
を
指
摘

す
る
よ
う
努
め
る
等
、
率

先
し
て
町
議
会
か
ら
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
よ

う
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

③
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
立
場
を
自
覚
し
、

何
人
に
対
し
て
も
前
２
項

の
規
定
に
準
じ
た
行
動
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

●
定
め
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

①�

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
②�

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

③�
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

④�

そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
●
相
談
窓
口

　

議
長
は
、
議
員
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

広
野
町
議
会
事
務
局
内
に

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

●
調
査
・
措
置
等

　

調
査
委
員
会
を
設
置
し
、

議
長
に
次
の
い
ず
れ
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
か
調
査

結
果
を
報
告
す
る
。

①
文
書
に
よ
る
警
告

②�

公
開
の
議
場
に
お
け
る

陳
謝

③�

議
会
に
お
け
る
役
職
の

辞
職
勧
告

④�

議
員
の
辞
職
勧
告

⑤
そ
の
他
必
要
な
措
置

　

議
長
は
結
果
を
公
表
し
、

議
長
は
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
。

議
会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

議
会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

審査請求・相談は

議員に限らず、

町民の皆様もすることが

できます。

議
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
導
入

議
会
デ
ジ
タ
ル
化

議
会
デ
ジ
タ
ル
化

●
導
入
の
内
容

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ　

・
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
Ｐ
ｒ
ｏ

　

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）

②
そ
の
他
周
辺
機
器

・
カ
バ
ー
キ
ー
ボ
ー
ド

・
マ
ウ
ス

・
タ
ッ
チ
ペ
ン

・
変
換
ア
ダ
プ
タ

　
③
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ

　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

　

（
フ
ァ
イ
ル
共
有
）

　

（
ビ
デ
オ
会
議
）

　

（
チ
ャ
ッ
ト
）

・
ウ
イ
ル
ス
バ
ス
タ
ー

　

（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）

令和８年第１回定例会資料と
導入したタブレットＰＣ

議会でのタブレットＰＣ活用の様子
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一般
質問

５人５人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　一般質問は、行政全般にわたって執行
機関に疑問点をただし、説明を求めたり、
所信を問いただすものです。

北郷　伯弘
●町が管理する河川の堆積土砂の除去について
●折木大平地区への用水堰の新設について
●防災用トイレトラックの運用について

P17

遠藤　　浩
●広野町振興公社の展望について
●二ツ沼総合公園の展望について
●指定管理者について

P18

西本　久雄
●環境放射線モニタリング事業について
●2026年道路交通法改正を踏まえた通学路を含む
　築地新町線の安全性について

P19

高木　光雄 ●広野町の人口構造と将来ビジョンについて
●「30年後も単独町政を存続する」との方針について P20

西内　玄太
●役場職員駐車場・小学校間道路の交通規制について
●ハラスメント対策について
●議会費特別旅費に係る予算査定について

P21
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北
きたごう

郷　伯
みちひろ

弘 議員

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク

運
用
規
約
・
規
程
の
作
成
は
？

町
長
／
基
準
を
年
度
内
に
定
め
る

北
郷
…
導
入
の
目
的
と
し

て
、
避
難
生
活
で
の
健
康

被
害
や
衛
生
環
境
悪
化
を

防
ぐ
た
め
、
い
ざ
と
い
う

時
に
助
け
合
う
「
災
害
派

遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
参
加
す
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
規
約

や
規
程
を
作
成
し
て
い
る

の
か
、
現
在
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

町
長
…
本
年
１
月
16
日
に

一
般
社
団
法
人
助
け
あ
い

ジ
ャ
パ
ン
と
「
災
害
時
に

お
け
る
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク

派
遣
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

広
野
川

堆
積
土
砂
除
去
の
実
施
は
？

町
長
／
県
に
要
望
し
て
い
る
状
況

北
郷
…
広
野
川
の
堰
止
め

カ
ゴ
や
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
が

増
水
等
に
よ
り
動
い
た
り
、

土
砂
の
堆
積
等
で
耕
作
地

へ
流
入
し
た
り
、
川
を
横

断
し
て
い
る
舘
地
区
へ
の

水
道
管
に
支
障
が
で
る
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
堆
積
土
砂
の
除
去
を

早
期
に
対
応
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
町
と
し
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。　

町
長
…
県
が
管
理
す
る
２

級
河
川
の
北
迫
川
、
浅
見

川
、
折
木
川
の
３
河
川
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
毎
年
堆
積
土
砂
の
除

去
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
広
野
川
の
堆
積

土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
も

お
願
い
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

間
知
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
か
ら
対
策

し
て
い
く
と
の
回
答
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
企
業
団
が
管
理
し

て
い
る
水
管
橋
は
水
が
溢

れ
な
い
限
り
流
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

用
水
堰

折
木
大
平
地
区
へ
の
新
設
は
？

町
長
／
す
ぐ
に
新
設
す
る
こ
と
は
難
し
い

北
郷
…
明
治
時
代
よ
り
浅

見
川
か
ら
取
水
口
へ
石
を

並
べ
て
誘
水
し
て
い
る
状

況
で
、
用
水
の
管
理
は
水

利
組
合
が
中
心
で
、
耕
作

者
も
減
少
し
て
お
り
、
作

業
が
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
。

　

農
業
を
持
続
さ
せ
る
う

え
で
、
浅
見
川
へ
の
用
水

堰
の
新
設
を
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
固
定
堰
を
新
設
す

る
に
は
、
県
の
河
川
法
に

基
づ
く
、「
流
水
の
占
用
」・

「
土
地
の
占
用
」・「
工
作

物
の
新
設
」
の
３
つ
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
用
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
負
担
及
び
取
水
の
方

法
な
ど
の
議
論
を
進
め
対

応
方
針
を
定
め
て
い
き
ま

す
。

　

運
用
に
つ
い
て
は
、
本

町
が
被
災
し
、
ト
イ
レ
ト

ラ
ッ
ク
が
数
多
く
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
法
人

に
要
請
を
行
い
、
加
盟
す

る
自
治
体
の
ト
イ
レ
ト

ラ
ッ
ク
を
派
遣
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

他
自
治
体
で
災
害
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
人

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
ト

イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
配
備
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
時
を
含
め
た
ト
イ
レ

ト
ラ
ッ
ク
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
の
例
を

参
考
に
し
て
、
運
用
基
準

を
年
度
内
に
定
め
て
い
き

ま
す
。

土砂が堆積している広野川
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遠
えんどう

藤　　浩
ひろし

 議員

広
野
町
振
興
公
社

二
ツ
沼
総
合
公
園

指
定
管
理
者
制
度

振
興
事
業
の
展
望
は
？

町
長
／
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る

今
後
の
展
望
は
？

町
長
／
「
都
市
公
園
」
に
位
置
付
け

指
定
管
理
者
の
指
定
は
？

町
長
／
多
角
的
に
評
価
し
指
定

遠
藤
…
専
門
知
識
や
販
売

ル
ー
ト
の
拡
充
が
必
須
で

あ
る「
国
産
バ
ナ
ナ
」・「
熱

帯
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
」
を

振
興
事
業
と
し
て
継
続
す

る
の
は
大
変
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

広
野
町
振
興
公
社
が
受

け
持
つ
振
興
事
業
に
つ
い

て
、
町
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
…
広
野
町
振
興
公
社

は
、
民
間
の
機
動
力
と
行

政
の
公
共
性
を
併
せ
持
っ

た
組
織
で
あ
り
、
そ
の
事

業
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

遠
藤
…
季
節
を
問
わ
ず
多

く
の
交
流
人
口
を
生
み
出

し
て
い
る
二
ツ
沼
総
合
公

園
を
核
と
し
、
そ
こ
か
ら

町
内
の
名
所
に
つ
な
げ
る

観
光
や
健
康
促
進
と
な
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

町
全
体
を
使
っ
て
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
な
ど
多

く
の
事
業
を
展
開
で
き
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

遠
藤
…
専
門
性
、
特
殊
性

の
高
い
事
業
で
も
質
の
良

い
仕
事
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
民
間
法
人
は
多

く
存
在
し
ま
す
。

　

新
た
な
指
定
管
理
者
を

獲
得
し
進
化
す
る
公
益
事

業
を
目
指
す
お
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　

事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
相
互

に
作
用
し
、
町
民
を
中
心

に
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方

の
生
活
の
質
や
幸
福
度
に

直
結
す
る
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、

福
利
厚
生
、
雇
用
の
創
出
、

体
験
型
教
育
の
場
と
し
て

の
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
で
、
二
ツ
沼
総
合
公
園

の
全
体
的
な
魅
力
の
向
上

を
図
り
、
地
域
振
興
に
つ

な
げ
て
い
く
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

遠
藤
…
広
野
町
振
興
公
社

は
、
営
利
を
追
求
す
る
株

町
長
…
「
二
ツ
沼
総
合
公

園
」
を
「
都
市
公
園
」
と

し
て
位
置
付
け
、
国
の
交

付
金
制
度
に
基
づ
き
補
助

金
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

規
定
の
整
備
等
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
す
。
二
ツ
沼

総
合
公
園
を
広
野
町
の
財

産
と
し
て
、
地
域
の
魅
力

向
上
と
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

町
長
…
指
定
管
理
者
に
つ

き
ま
し
て
は
、
単
な
る
コ

ス
ト
だ
け
で
な
く
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
や

施
設
の
有
効
活
用
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
多
角
的

に
評
価
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
更
新
時
期
に
合

わ
せ
て
公
募
す
る
な
ど
し

て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

式
会
社
で
す
。

　

是
非
と
も
利
益
を
生
み

出
す
法
人
へ
進
化
す
る
取

り
組
み
を
株
主
で
あ
る
町

か
ら
も
提
言
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

町
長
…
広
野
町
振
興
公
社

が
利
益
を
出
す
事
業
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
は
、
町
か
ら
の
財
政
出

動
を
抑
え
、
会
社
自
ら
が

健
全
性
を
担
保
し
た
上
で

持
続
的
に
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
広
野
町
振
興
公
社

の
経
営
に
関
し
て
有
識
者

を
含
め
た
検
討
委
員
会
設

置
を
立
ち
上
げ
、
株
主
で

あ
る
町
か
ら
も
様
々
な
視

点
か
ら
提
言
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

二ツ沼総合公園
トレイルランの様子
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西
にしもと

本　久
ひ さ お

雄 議員

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

事
業
継
続
と
基
準
見
直
し
は
？

町
長
／
継
続
す
る
が
見
直
す
方
向

西
本
…
東
日
本
大
震
災
お

よ
び
原
子
力
災
害
以
降
、

本
町
で
は
住
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
目
的
と
し

て
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
町
内
の
住
宅
周

辺
の
空
間
線
量
も
低
い
水

準
で
安
定
し
、
放
射
線
環

境
は
落
ち
着
い
た
状
況
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
本
事
業
は
国
の

補
助
金
を
活
用
し
年
間
約

６
千
万
～
８
千
万
円
規
模

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

測
定
結
果
を
踏
ま
え
た

放
射
線
環
境
の
評
価
基
準

と
、
空
間
線
量
の
推
移
を

踏
ま
え
た
現
状
認
識
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
継
続
の

判
断
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
…
評
価
は
環
境
省
の

基
準
（
年
間
追
加
被
ば
く

線
量
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、

空
間
線
量
率
毎
時
０
・
２

３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

未
満
）
と
し
ま
す
。

　

平
均
線
量
は
平
成
23
年

度
０
・
５
１
か
ら
令
和
７

年
度
０
・
０
９
ま
で
低
減

し
ま
し
た
が
、
約
１
７
０

０
件
の
う
ち
79
件（
約
４
・

７
％
）
に
つ
い
て
は
基
準

超
過
が
あ
り
事
業
は
継
続

し
ま
す
。

築
地
新
町
線

通
学
路
道
路
の
安
全
性
は
？

町
長
／
構
造
適
合
し
対
策
継
続

西
本
…
道
路
交
通
法
改
正

に
よ
り
、
自
転
車
と
自
動

車
の
安
全
確
保
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
を
通
る
町
道
築
地

新
町
線
は
通
学
路
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

築
地
新
町
線
の
道
路
構

造
に
つ
い
て
、
自
転
車
利

用
や
通
学
路
と
し
て
の
安

全
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
改
正
を
踏
ま

え
自
動
車
が
自
転
車
に
側

方
安
全
距
離
を
確
保
で
き

る
構
造
と
認
識
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
本
路
線
は
道
路
構

造
令
に
基
づ
く
幅
員
６

メ
ー
ト
ル
の
町
道
で
す
。

　

道
路
交
通
法
で
は
自
動

車
と
自
転
車
が
相
互
に
安

全
を
確
保
し
て
通
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本

路
線
の
幅
員
で
対
応
可
能

で
構
造
的
に
適
合
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

西
本
…
町
道
区
間
と
県
道

区
間
が
連
続
す
る
路
線
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
福
島
県

と
連
携
し
た
安
全
構
造
の

見
直
し
や
補
助
制
度
の
活

用
を
検
討
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
住
宅
が
連
な
っ
て

お
り
道
路
拡
幅
は
難
し
い

状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
区
画
線
や
カ

ラ
ー
舗
装
で
安
全
対
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
県
と
協
議
し
安

全
対
策
や
補
助
制
度
の
活

用
を
検
討
し
ま
す
。

西
本
…
事
業
委
託
の
発
注

方
法
や
契
約
形
態
、
事
業

者
選
定
の
方
法
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
同
一
事
業
者
が

長
期
間
受
託
し
て
い
る
状

況
へ
の
認
識
と
競
争
性
・

透
明
性
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長
…
委
託
は
双
葉
郡
と

い
わ
き
市
の
事
業
者
８
者

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
で

す
。

　

測
量
実
績
な
ど
を
踏
ま

え
選
定
し
て
お
り
、
入
札

結
果
と
し
て
同
一
事
業
者

が
受
託
し
て
い
ま
す
が
、

競
争
性
と
透
明
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

西
本
…
業
務
実
施
に
必
要

な
専
門
性
や
資
格
を
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
様
書
の
概
要

や
参
加
事
業
者
の
技
術
要

件
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
…
本
業
務
は
敷
地
内

の
空
間
線
量
率
を
歩
行
測

定
し
記
録
す
る
業
務
で
あ

り
、
特
別
な
資
格
や
高
度

な
技
術
要
件
は
必
要
と
し

な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

西
本
…
放
射
線
環
境
が
安

定
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
国
の
補
助
制
度
も
含

め
事
業
規
模
や
実
施
方
法

の
見
直
し
を
検
討
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
環
境
省
と
汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域
の
指
定

解
除
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

基
準
を
超
え
る
地
点
も

あ
る
た
め
事
業
は
継
続
し

ま
す
が
、
令
和
８
年
度
中

に
調
査
箇
所
の
基
準
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
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般

質

問

高
た か ぎ

木　光
み つ お

雄 議員

単
独
町
政
の
戦
略

人
口
構
造
と
町
の
未
来

存
続
の
根
拠
は
？

町
長
／
自
立
へ
の
挑
戦

将
来
像
は
ど
う
描
く
？

町
長
／
未
来
型
へ
転
換

高
木
…
人
口
減
少
な
ど
厳

し
い
環
境
の
中
で
30
年
後

も
単
独
町
政
を
維
持
す
る

と
い
う
決
意
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

 

町
長
…
単
独
町
政
は
守
り

で
は
な
く
自
立
へ
の
挑
戦

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
基
盤
の
多
角
化
や

人
口
構
造
の
若
返
り
を
進

め
、
自
立
し
た
町
を
目
指

し
ま
す
。

高
木
…
単
独
町
政
を
選
択

し
た
具
体
的
根
拠
と
戦
略

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

高
木
…
当
町
の
人
口
構
成

に
つ
い
て
、
総
人
口
、
男

女
別
、
年
齢
階
層
別
、
世

帯
数
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
令
和
８
年
２
月
28

日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳

人
口
は
４
４
７
８
人
、
男

性
２
３
７
６
人
、
女
性
２

１
０
２
人
、
65
歳
以
上
は

１
５
９
２
人
、
子
育
て
世

代
は
１
３
１
１
人
、
世
帯

数
は
２
３
２
６
で
す
。

高
木
…
町
外
に
居
住
し
て

い
る
町
民
の
人
数
と
世
帯

数
に
つ
い
て
、
県
内
・
県

外
別
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
町
外
居
住
者
は
県

内
３
４
４
人
、
県
外
72
人

で
合
計
４
１
６
人
、
世
帯

数
は
県
内
１
２
７
、
県
外

35
の
計
１
６
２
世
帯
で
す
。

町
長
…
広
野
町
は
交
通
・

教
育
・
産
業
の
拠
点
性
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
定
の
財
政
基
盤

と
基
金
も
あ
り
、
企
業
誘

致
や
産
業
団
地
活
用
な
ど

に
よ
り
税
源
の
多
角
化
を

進
め
ま
す
。　

　

小
規
模
自
治
体
の
機
動

力
を
生
か
し
た
政
策
展
開

を
図
り
ま
す
。

高
木
…
広
野
火
力
発
電
所

の
存
続
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
。

　

現
在
の
従
事
者
数
と
町

民
の
人
数
を
伺
い
ま
す
。

高
木
…
町
外
居
住
を
継
続

し
て
い
る
主
な
理
由
と
、

そ
れ
に
対
す
る
町
の
支
援

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
…
理
由
に
つ
い
て
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
の
就
学
な
ど

各
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
住
民
届
出
に
よ
り
、

保
育
所
入
所
、
学
校
就
学
、

予
防
接
種
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

希
望
世
帯
に
は
広
報
な

ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

高
木
…
帰
町
を
希
望
す
る

支
援
に
つ
い
て
、
数
値
目

標
の
有
無
と
生
活
環
境
整

備
の
施
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
火
力
発
電
所
は
地

域
経
済
を
支
え
る
重
要
な

基
幹
産
業
で
す
。

　

国
や
県
と
連
携
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
拠
点
と
し
て
の
機

能
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

従
事
者
は
１
１
２
人
で
、

そ
の
う
ち
町
民
は
34
人
で

す
。

高
木
…
火
力
発
電
所
１
号

機
か
ら
４
号
機
の
廃
止
に

伴
う
固
定
資
産
税
収
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
…
令
和
５
年
度
の
固

定
資
産
税
は
約
10
億
８
千

万
円
で
し
た
が
、
有
姿
除

却
制
度
の
適
用
に
よ
り
令

和
８
年
度
は
約
６
億
８
千

万
円
程
度
の
見
込
み
で
す
。

町
長
…
数
値
目
標
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

　

ひ
ろ
の
て
ら
す
の
整
備
、

医
療
施
設
の
再
開
支
援
、

産
業
団
地
整
備
な
ど
、
雇

用
と
生
活
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

高
木
…
約
９
割
の
町
民
生

活
の
現
状
評
価
を
伺
い
ま

す
。

町
長
…
想
定
以
上
の
数
値

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
企
業
誘
致
や
移

住
定
住
施
策
等
を
進
め
ま

す
。

高
木
…
既
存
町
民
へ
の
支

援
と
移
住
・
定
住
策
を
ど

の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
の

か
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
町
民
生
活
の
満
足

度
向
上
が
移
住
定
住
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

生
活
基
盤
の
充
実
、
若

者
・
子
育
て
世
帯
の
定
住

促
進
に
取
り
組
み
、
人
口

構
造
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
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問

西
にしうち

内　玄
げ ん た

太 議員

小
学
校
前

議
会
特
別
旅
費

交
通
規
制
の
考
え
は
？

町
長
／
時
間
指
定
通
り
抜
け
禁
止

議
会
委
員
会
研
修
へ
の
評
価
は
？

町
長
／
有
益
な
事
業
と
受
け
止
め
る

西
内
…
現
在
整
備
中
の
こ

の
道
路
に
つ
い
て
、
開
通

し
た
際
に
は
ど
の
よ
う
な

利
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
道
路
が
開
通
し
た

際
に
は
、
建
築
基
準
法
の

接
道
義
務
が
満
た
さ
れ
ま

す
。

　

小
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
に
よ
り
日
常
生
活
の

利
便
性
が
高
ま
り
、
緊
急

時
の
避
難
経
路
や
緊
急
物

資
の
輸
送
路
と
し
て
も
機

能
し
地
域
の
安
全
性
を
高

め
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

西
内
…
こ
れ
ま
で
に
議
会

の
各
委
員
会
が
行
っ
て
き

た
研
修
に
つ
い
て
町
長
の

評
価
を
伺
い
ま
す
。

 

町
長
…
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
広
野
町
議
会
に
お

け
る
各
委
員
会
研
修
は
、

各
委
員
会
が
目
的
を
持
っ

て
実
施
し
、
有
益
な
事
業

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

西
内
…
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
自
転
車

を
除
く
車
両
の
通
行
止
め

等
の
規
制
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

 

町
長
…
駐
車
場
と
道
路
を

物
理
的
に
区
分
し
た
上
で

横
断
歩
道
を
２
箇
所
設
置

し
、
車
道
と
横
断
歩
道
に

10
㎝
の
段
差
を
付
け
車
両

の
速
度
を
抑
制
し
、
児
童

生
徒
や
グ
ラ
ン
ド
施
設
利

用
者
、
一
般
の
歩
行
者
の

道
路
横
断
中
の
安
全
を
確

保
し
て
交
通
事
故
の
防
止

に
つ
と
め
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
安

全
性
確
保
の
た
め
時
間
帯

を
指
定
し
た
関
係
者
以
外

通
り
抜
け
禁
止
の
看
板
を

設
置
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
？

町
長
／
実
施
す
る
考
え
は
な
い

西
内
…
前
町
長
が
実
施
す

る
と
し
て
い
た
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の

制
定
に
町
長
は
引
き
続
き

こ
れ
ら
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
こ
れ
ま
で
に
職
員

か
ら
一
度
も
相
談
が
無
い

こ
と
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
の
制
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
広
野
町
議

会
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
内
…
町
長
が
こ
の
予
算

科
目
の
査
定
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
予
算
要
求
の
根

拠
資
料
と
し
て
議
会
の
委

員
会
の
決
議
を
受
け
た
研

修
計
画
書
等
が
必
要
と
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
特
別
旅
費
の
予
算

計
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
野
町
議
会
に
お
け
る
各

委
員
会
が
研
修
目
的
に

合
っ
た
視
察
先
を
選
定
し
、

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
も

の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

役場職員駐車場・小学校間道路



議案等の審議結果議案等の審議結果
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審

議

結

果

　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和８年３月　第１回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第２号

専決処分の報告及びその承認について
（令和７年度一般会計補正予算（第６号））

3/10 8 7 7 0
原案
承認

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和８年１月23日付けで歳入歳出それぞれ1144万円を増額する専決処分をしたものについて、議会の承認
を求めるもの。主な内容は衆議院議員総選挙費の増額計上。

議　案
第３号

広野町課設置条例の一部を改正する条例 3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和７年度行政機構改革検討委員会の中間提言に基づく各課所管業務の見直しに伴い、本条例について所
要の改正をするもの。

議　案
第４号

職員の分限の手続き及び効果に関する条例
の一部を改正する条例

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方公務員法の規定に基づき人事評価を実施しているところ、評価の結果を分限その他の人事管理の基礎
として、より適正に活用するため、本条例について所要の改正をするもの。

議　案
第５号

職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方公務員法の規定に基づき、人事評価の結果を職員の昇給及び勤勉手当等の成績率の基準として、より
適正に活用するため、本条例について所要の改正をするもの。

議　案
第６号

広野町火入れに関する条例の一部を改正す
る条例

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

気象庁において昭和63年に「異常乾燥注意報」を「乾燥注意報」へ変更しており、また当該注意報は気象
庁からの発表事項であるため、本条例について所要の改正をするもの。

議　案
第７号

広野町原子力災害による被災者に対する平
成26年度における国民健康保険税等の減免
に関する条例等を廃止する条例

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

原子力災害による被災者に対する国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例について、規定する
減免適用期限から５年以上が経過し、その目的を達成した条例を廃止するもの。

議　案
第８号

工事請負契約の変更契約について
（合宿の宿維持補修工事）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の請負金額の変更による変更契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案
第９号

工事請負契約の変更契約について
（折木地区土砂採取区域完了工事）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の請負金額の変更による変更契約を締結するため、議会の議決を求める
もの。

議　案
第10号

令和７年度広野町一般会計補正予算
（第７号）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ2億3344万円を減額するもの。主な内容は各種事業の確定に伴う減額計上、財政調整基金
費、広野町こども未来基金費、賦課徴収費等の増額計上。

議　案
第11号

令和７年度広野町国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ317万円を増額するもの。主な内容は審査支払手数料の減額計上、一般管理費、高額療養
費の増額計上。
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議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第12号

令和７年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第３号）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ399万円を減額するもの。主な内容は広洋台整備事業費の減額計上。

議　案
第13号

令和７年度広野町介護保険特別会計補正予
算（第４号）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ2070万円を減額するもの。主な内容は居宅介護サービス給付費及び施設介護サービス給
付費の減額計上、連合会負担金の増額計上。

議　案
第14号

令和７年度広野町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）

3/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ38万円を減額するもの。主な内容は後期高齢者医療広域連合納付金及び健康診査事業費
の減額計上。

議　案
第15号

令和８年度広野町一般会計予算 3/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ50億4357万円の予算計上。

議　案
第16号

令和８年度広野町国民健康保険特別会計予
算

3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ5億9728万円の予算計上。

議　案
第17号

令和８年度広野町土地開発事業特別会計予
算

3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ3042万円の予算計上。

議　案
第18号

令和８年度広野町介護保険特別会計予算 3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ5億5042万円の予算計上。

議　案
第19号

令和８年度広野町後期高齢者医療特別会計
予算

3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ8477万円の予算計上。

議　案
第20号

令和８年度広野町下水道事業会計予算 3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

下水道事業収益2億6101万円、下水道事業費用2億7311万円、資本的収入434万円、資本的支出6740万円の予
算計上。

議　案
第21号

広野町副町長の選任に関する同意を求める
ことについて

3/12 8 7 7 0
原案
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現副町長の杉浦孝幸氏が令和８年３月31日付けをもって退職されることから、新たに鯨岡公一氏（下浅見川）
を適任者と認め、副町長に選任するため、議会の同意を求めるもの。
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次回の定例会は６月です

議会の様子を見てみませんか？

　議場傍聴席入口にある受付票に住所・氏名をご記入いただくだけで、議会を傍

聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネットでも配信しています。

　広野町ホームページまたは、右の二次元コードからアクセスで

きますので、ぜひご視聴ください。

●議会映像ホームページ　https://hirono.k-quick.net/

　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和８年３月　第１回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第22号

広野町固定資産評価審査委員会委員の選任
に関する同意を求めることについて

3/12 8 7 7 0
原案
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の鈴木光一氏が令和８年３月31日付けをもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め、再
任するため、議会の同意を求めるもの。

発　議
第１号

広野町議会議員政治倫理条例の制定につい
て

3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

明確な政治倫理基準に基づき、町民に対し説明責任を果たしていくことが必要であることから、議会議員
と町民との信頼関係を築く基盤となる条例を制定するもの。

発　議
第２号

広野町議会議員によるハラスメントの防止
に関する条例の制定について

3/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

職位および職責にかかわらず、互いに人格を尊重し、能力を十分発揮することができるようにするため、
ハラスメントを防止し、根絶に努めることを決意し、条例を制定するもの。

令和８年１月　第１回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第１号

令和７年度広野町一般会計補正予算
（第５号）

1/23 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ6831万円を増額するもの。主な内容は物価高支援に係る地域振興対策費、児童措置費の増
額計上。
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令和８年１月１日～３月31日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

出席回数（回） 18 15 17 19 19 15 18 15

会議回数（回） 18 15 17 19 19 18 18 15

１

14 水 広報委員会 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 -

23 金 令和８年第１回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 金 政治倫理条例に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 金 広報委員会 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 -

28 水 広報委員会 〇 - - - 〇 - - -

２

５ 木 総務文教常任委員会 〇 - - 〇 〇 - - 〇

６ 金 産業厚生常任委員会 - 〇 〇 〇 - 〇 〇 -

６ 金 双葉地方町村議会議員研修会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

８ 日 西会津雪国まつり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

９ 月 政治倫理条例に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 〇

19 木 令和８年度当初予算事前説明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 金 令和８年度当初予算事前説明 〇 〇 〇 〇 〇 弔 〇 〇

20 金 政治倫理条例に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 弔 〇 〇

27 金 議会運営委員会 - 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

３

６ 金 令和８年第１回定例会（１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

９ 月 令和８年第１回定例会（４日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 火 令和８年第１回定例会（５日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 水 令和８年第１回定例会（６日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 木 令和８年第１回定例会（７日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 水 広報委員会 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 -

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村議会議長会

が主催する会議にも出席しています。

当初予算事前説明
　令和８年第１回定例会に先立ち、２月19日か

ら20日までの２日間、重点事業を中心に担当課

長から令和８年度当初予算の説明を受けまし

た。

　この説明会は、重点事業や新規事業について、

事業内容や予算の根拠・財源、経過・実績を事

前に確認することで、予算審議を深化するとと

もに、円滑な議事運営を図るため、開催してい

るものです。 当初予算事前説明の様子
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
？

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

編

　集

　後

　記

 

春
の
訪
れ
と
共
に
新

た
な
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
日
頃
よ
り
広
報

委
員
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、

特
別
委
員
会
の
調
査
を

経
て
、
議
員
提
案
に
よ

り
条
例
２
件
を
制
定
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
主
体
的
な
議
会
運

営
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
そ
の
歩
み
に

歩
調
を
合
わ
せ
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
伝
わ
る

広
報
と
な
る
よ
う
、
広

報
委
員
会
全
員
で
編
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
広
報
編
集

へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

渡
邉
正
俊

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

西
内
玄
太

副
委
員
長　

西
本
久
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

委　
　

員　

高
木
光
雄

い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�

（
西
内　

玄
太
）春を告げるサクラ

　

15
年
と
い
う
節
目
に
際
し
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
癒
え
ぬ
悲
し
み
や
記
憶
が
残
り
ま
す
。
あ
の
大
変
な
日
々
を
振
り

返
る
と
、
一
人
一
人
違
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
乗
り
越
え
て
今

の
生
活
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、震
災
か
ら
15
年
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

私
は
当
日
、
東
電
１
Ｆ

３
号
機
で
仕
事
を
し
て
お

り
「
も
う
だ
め
か
な
」
と

脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

６
時
間
か
け
家
に
戻
り

ま
し
た
。

　

翌
日
「
爆
発
な
の
で
早

く
避
難
し
て
」
と
言
わ
れ
、

４
か
所
を
避
難
し
、
先
の

見
え
な
い
日
々
で
し
た
が
、

仕
事
に
復
帰
し
昨
年
３
月

退
職
、
妻
も
退
職
し
忙
し

く
動
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
以
前
の
様
に

地
域
の
人
と
の
和
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

震
災
か
ら
15
年
が
過
ぎ
、

現
在
は
四
倉
で
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
広
野
町
に
は

今
で
も
姉
２
人
が
い
て
大

切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

家
族
や
知
人
と
の
つ
な

が
り
を
通
し
て
60
年
以
上

暮
ら
し
た
町
を
身
近
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
狐
石
部
落
の

花
見
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
野
町
の

発
展
を
願
い
、
健
康
に
気

を
つ
け
な
が
ら
夫
婦
２
人

で
生
活
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
井　
　

一か

ず

お男
さ
ん

真ま

り

こ

理
子
さ
ん

�

（
上
浅
見
川
）

佐さ

が

わ川　

正ま

さ

え江
さ
ん

伸の

ぶ

え江
さ
ん

�

（
上
北
迫
）

次
の
定
例
会
は
６
月
で
す
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